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震災関連特集

震災後2年間の活動報告:学校心理士による子どもと学校への支援

ー第35回InternationalSchool Psychology Association年次大会で、の発表をもとに-

東日本大震災子ども ・学校支援チーム 西山久子・我妻則明・ 瀧野揚三

Pfohl， Bill (USA)・大野精一・石隈利紀

東日本大震災子ども・学校支援チームが，震災直後2011年3月11日からチームとして行

ってきた支援活動を，被災地に在住する支援者と遠隔地に在住する支援者との立場からま

とめ，チームとしての形成過程について整理した。そして活動全体に対し，文化の違いを

越え，危機介入の専門家がコンサルテーションを行い，さらにそれらの意義を，異文化圏

の心理・教育の実践的専門家が集う，第35回InternationalSchool Psychology Association 

年次大会で報告した。チームの活動を共有する語りと記録の往還の成果としては，学級担

任制が中心となる日本の学校で，学校心理学 -学校教育相談などの側面から，学校心理士

が行える活動が示され，今後さらに獲得すべき力量が明確化された。また，遠隔地の者・

異文化にある者から支援できる側面が明らかになり，その中核となる情報の共有の重要性

が確認された。課題としては，他の文化に向けてこの経験を役立てるには，体験の般化を

さらに進める必要性があることが示された。

キ ワード心的外傷後成長サポートチーム形成異文化コンサルテーション

1 はじめに

2011年3月11日(金)に起きた東日本大震災以来，

被災地の子とともや学校，そして被災地からの転校生を

受け入れる学校で，子ども，教師，保護者らは，様々

な変化に対応した活動を行うことが求められている。

日本学校心理士会は，2011年3月30日に， r東日本
大震災子ども ・学校支援チーム」を立ち上げ，以来，

各被災地域の支援者や，学校心理士会支部代表者など

を交え，設立以降2013年前半までに，計10回の協議を

行ってきた。

東日本大震災子ども ・学校支援チームとして，被災

した子どもや学校の状況について'情報を収集しながら，

学校心理士としてできる援助について検討し実践し

てきた。チームの活動を振り返る と，被災した子ども

や学校および学校心理士等の支援について「記録」と

「語り」という活動が回復とレジリエンスの構築に重

要な役割を果たすことが指摘された (近藤， 2012)。

被災地での活動のなかから，丁寧に話を聴くことの重

要性が指摘されたことと共に，活動の経過を語り，記

録化し，それを他者と共有することの意義が示唆され

た (Ishikuma& Nishiyama， 2011;石隈大野 -西

山・ 都丸， 2012， 2013)。

そこで本稿では，語りと記録の往還の成果として，

International School Psychology Association (以降

ISPAと表記)年次大会(ポルトガル，ポルト)で行

ったシンポジウムについて取り上げ，その内容を報告

する。そしてこれまで東日本大震災子ども ・学校支援

チームで行われてきた支援のプロセスを概観し，そこ

で得られた経験・成果をふまえ，回復過程における意

味づけを試みる。

2.東日本大震災子ども・学校支援チームにおける検

討の経過

本稿で取り上げた東日本大震災子ども 学校支援チ

ームの活動についてのISPAでの報告内容は，以下の

ような経緯で検討された。これまで日本学校心理士会

では，年報における震災関連特集の記事として，また，

年次大会でのシンポジウムにおいて，震災関連特集と

して，テーマ設定を行ってきた(表1)。年次大会の

シンポジウムにおいては，事後対応的課題から，少し
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ずつ予防的対応に向けたテーマに変遷してきている。

年報のテーマとしても，同様に，反応的支援から，先

を見通した支援を検討する段階へと変遷していること

がわかる(石隈ら， 2013)。

このことは，被災地やその外部に居住し被災地で

の支援に取り組む人々と，それを後支えする関係者の

関心の変化にも反映されているといえるのではないか。

よって本稿で，被災地の支援を契機に得られた実践

知をまとめることは，関心の変化をも記録できるとい

う点で，意義があると考えた。またそれが，学校心理

表l 学校心理士会年報に掲載された企画内容

年度 媒体 タイトル・テーマ 執筆者-登壇者

司会大野
ン 危機対応と学校心理士の役 話題提供.小津-
ン
ポ 害リ 西野我妻-梅宮

指定討論 in野
東日本大震災における子ど ;J、1事
も-学校支援の実際

2 
学校教員のための心のケア 西野・氏家・。

l 研修会の意義とその内容 ~III 山
l 

年報
子どもたちによる子どもた

ちへの復興支援の実践
τP智司q 弘tb j 

被災地支援の方略と組織的
梅宮

展開に関する提言

日本学校心理士会による東 石|袈-大野・

日本大震災支援 西山-都丸

東日本大震災から l年，そ
司会大野ン してこれからの 1年一学校

ン
心理士の活動報告と今後の

話題提供。小法
ポ 金111，石限
展開一

東日本大震災後における学

校心理士の支援活動一地域 西野・畑山・

2 
に根差した連携の中での実 氏家

。践一
l 震災支援から学ぶ学校心理
2 
年報
士の可能性一東日本大震災 石限大野 -

子ども・学校支援チームの活 西山都丸

動(2011年から2012年)より一

被災地での学校内で支援で

きるための学校心理士に必 我妻

要な事項

学校危機管理と学校心理士 i~&野

2 ン 学校心理士による予防的心 司会小泉。
ン 理教育プログラムの導入と 話題提供古角
l 
3 ポ 実践 升野菱田 -片平

学領域の研究者 実践家との問で共有される過程で

語りとなり記録となり，それが往還を経ることによっ

て，さらに高次の学びとなると考えた。そこで東日本

大震災子ども・学校支援チームのメンバーとして行わ

れた報告を対象に，r①概要Jr②震災支援からの学
び.被災地在住の支援者の視点からJr③震災支援か
らの学び遠隔地の支援者の視点からJr④支援チー
ム形成と支援の過程Jr①国外の支援者の視点からJ
r@今後の方針と課題」の 6つの論点で整理を行う。

これらの目的は，東日本大震災子ども ・学校支援チ

ームの活動の集約を海外に向けて発信した内容を振り

返り，震災支援を通して学校心理士が提供できる活動

の可能性について検討することである。具体的には，

日本の被災地における，子ども，教師，保護者の状況，

および学校の援助ニーズとそれに対する学校心理士の

対応が検討される。換言すると，学校心理士の有資格

者は，危機支援や学校教育について何を学び¥子ど

も・学校への支援について何を備えておくべきかにつ

いて検討しそこから，被災地での対応についてだけ

でなく，広く危機対応の在り方に示唆が得られるもの

としたい。

3. ISPAでの発表内容

(1)全体の概要 (スライ ド1-5)

東日本大震災後2年が経過した時点での活動を振り

返り，これまでに見られた成果および課題を整理する

ことを目的としてシンポジウムを持った。まず第一筆

者である西山がシンポジウムのねらいと協議事項を説

明した後に，被災地に居住する支援者の立場で，第二

筆者である我妻より，地震と支援過程での学びについ

ての報告を行った。続いて 2 第三筆者である瀧野から，

遠隔地から被災地への支援を，中・長期的に概観し，

報告を行った。そして，西山が東日本大震災子ども ・

学校支援チームの 2年間のチーム形成と支援の過程を

報告した。

その後，指定討論者の立場で，危機対応の専門家と

して，本稿の第4筆者であるPfohl(ISPA元会長)か

ら文化の違いを超えて行われたコンサルテーション内

容とその印象についての報告がなされた。

(2)被災地に在住する支援者 (我妻)の視点から

(スライド6-25)

東日本大震災で受けたインパクトの大きさは，経験
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者でなければ誰にとっても容易に想像できにくいもので

ある。海外の参加者の多い場所であることをふまえ，報

告ではまず，地震の発生経過を報告しそれに続いた

津波の被害を地図に示し，強い影響を受けた福島原発

の破壊状況を示した。それらをもとに，学校が受けた

被害を文部科学省の資料を基に示したうえで¥被災地

における学校と児童生徒への支援経過の報告を始めた。

まず第I段階として発生直後には，学校が組織とし

ての落ち着きを取り戻すまでに，多くの多様な課題を

抱えることから，学校組織を熟知した支援者の協力が

必須となる。退職教員の活用は，そうした課題を最小

限に留めることができる可能性が高いといえる。特に

学校心理士会としては，有資格の退職教員の派遣など

は，資格とその学びを有効に活用する手段ともなる。

また，学校心理士資格を持つ者やそれ以外の者など

様々な支援者が現地に入ることになる初期段階の被災

地では，標準化された危機対応のための支援力を身に

つけておくことが有効である。学校心理士がサイコロ

ジカル・ファーストエイドの理解を深めておくことが，

好ましくない対応を避け，適切な支援ができることに

つながることが明確であると報告した。

第2段階では，学校再開を迎えた時点での対応であ

る。学校心理士は， 日常的な学校での活動に従事しな

がらも， 3次的援助として，医療につなぐ必要がある

児童生徒をスクリーニングする必要がある。その前提

として， PTSDの理解が不可欠であった。正確な情報

を欠くと，介入に対して不必要に跨践してしまうなど

の弊害を生む可能性がある。

さらに，災害を経験した者に心的外傷後成長 (Post

Traumatic Growth : PTG)が得られる可能性のある

介入や支援をすることは重要なことである。阪神淡路

大震災後に示された文献からも， PTGであると評価で

きる内容が多く記されており，平時において，防災教

育・福祉教育・ボランテイア教育にPTGを生み出す

ことができるような内容を含めておくことが望ましい。

加えて，メンタルヘルスを担当する立場のスタッフ

を長期的に配置することは，彼らの多くが他の地域の

常勤職員であることから，そうたやすいことではない。

そうした地域に学校心理士の配置がなされることは，

とても有効で、あると考える。

第3段階においては，より中・長期的な視点で，支

援に取り組む必要があるが，この時期には学習支援を

行うことが課題のーっとなることは，東日本大震災子

ども・学校支援チーム会議でも指摘されたことであり

(石隈ら， 2013)，第二筆者が勤務する岩手大学におい

てもボランテイア学生を派遣するなどの組織的支援を

行ってきた。被災地の児童生徒の学習の滞りを回避す

る策として，退職教員で学校心理士の有資格者には大

きな期待がかかるところである。彼らが学校から活用

されやすく，彼ら自身も活動しやすい体制づくりを行

うことは，必須の予防対策であるといえる。

また，この時期における心理支援では，地震や津波

の恐怖体験が心的外傷化した状態からの回復が求めら

れることもある。その際にどのような支援モデルを取

り入れるかについては，文化的特徴を大きく反映する。

欧米で有効とされているトラウマ焦点化認知行動療法

に対する拒絶はその表れであるといえるため，我々の

文化における有効な支援を習得しておくことは重要で

ある。例えば， 80年前に日本人によって開発され，活

用されてきた森田療法は，自然な治療法として受容さ

れた。森田療法の原理は，心理的な症状としての感情

を自然なものととらえ，受容し，日常生活でやるべき

ことをしていくというものである。日常生活に注意が

向けられていくと，症状は次第に消滅する。このアプ

ローチによって，実際に回復に向けた変化が見られた

ケースも少なくない。

(3)遠隔地からの支援者(瀧野)の視点、から

(スライド26-40)

第三筆者は，他の地域で社会的にも大きく報道され

た事件の危機対応の経験を持ち，後に政府が立ち上げ

た学校危機メンタルサポートセンターの一員として，

遠隔地から被災地への支援を行ってきた(瀧野，

2013)。東日本大震災に先駆けて米国学校心理士会

(NASP)が作成した， PREPaREと呼ばれる危機対応

プロクラムのトレーナーとしての訓練を受け， トラウ

マ関連の個人および集団療法のトレーニングを受けて

いることから，日本学校心理士会東日本大震災子ど

も・学校支援チーム発足時の研修会を担当した。

その後，被災地や被災地へ支援スタッフを送る組織

から求められた支援のテーマは，ストレス・マネジメ

ント，学校危機とその対応，学校における中・長期支

援，ケース検討会議，介入に関するコンサルテーショ

ンなどであった。

その一方で，被災地の児童生徒と教師のニーズに応



118 日本学校心理士会年報 第6号 (2013年度)

じた支援のためには， まず，内陸部から被害の大きか

った沿岸部に転勤を命じられた教職員へのサポートが

必要であった。そして，学校における中 ・長期的課題

として被災地からの要請は，疲労の蓄積とストレスへ

の対応， トラウマ反応の理解，継続的なアセスメント

とその活用，安全感と安心感のもとでの防災教育，集

中力，自信などの低下，取組みの回避などを理由とす

る学習の遅れへの対応などの課題へどのように取組む

かであった。

そのために実施した研修の例として， 日本学校心理

士会は，岩手県立総合教育センターと連携して講師派

遣などの支援事業を行ない，第三筆者はその一環とし

て沿岸部の 3地域の会場での教員，スクールカウンセ

ラー，指導主事を対象とした研修を依頼された。研修

では，サイコロジカル・ファーストエイド， トラウマ

関連反応の把握と対処，アセスメント，記念日反応へ

の対処，被災児童生徒への丁寧な対応，学年度末の引

継における配慮事項などを解説した。参加者からの意

見や感想、には，このような対処方法を知ることで自信

のある対応につながる，これまでの対応を継続すれば

よいことを確認できた安堵感がある，安全感と安心感

の重要性やそれに関して学校が果たせる役割，学んだ

内容を児童生徒への指導に生かすなど積極的な姿勢が

みられた。また，岩手県立総合教育センターにおいて

も同様の研修を担当し，教員，スクールカウンセラー，

指導主事や，養護教諭が参加した。

その他の支援として，被災地の精神保健福祉従事者

とのケース検討，ワークショップ，被災者支援に関す

るコンサルテーシヨン，支援組織の活動に対する相談

を行った。

これらの活動を総じて評価すると，遠隔地からの支

援では，被災地の実態とニーズの把握，研修疲れ，ニ

ーズとのわずかな組艇による混乱，生活上の困難とい

ったことが，支援を進める上での阻害要因と言える。

また，遠隔地から訪問支援を行う立場として，支援の

効果を把握することは難しかったが，研修参加者から

のフィードパックは概ね好意的であった。具体例とし

ては，研修時の資料を学校に持ち帰って生徒指導に活

用されたこと，緊急対応と中長期対応の概要の理解が

進んだことが挙げられた。その一方で，現時点で支援

が必要であると考えられることは，現地の直接援助者

を支える後方支援体制の構築，被災地域へ赴任を予定

する教職員への支援に加え，被災地域から内陸部に異

動した教職員へのフォローアップの継続である。

(4)リ工ゾン担当 (西山)のチーム形成と支援の過

程の報告から (スライド41 ~51)

東日本大震災子ども・学校支援チームの形成過程と，

組織的支援活動について報告した。まず，チーム形成

過程として，チームでは，起きた事実を真塾に受け止

め，その当事者の語りを傾聴すること，自身が関わっ

た体験から多くのことを感じ取ること， 心理学や教育

学などの学問領域の知見を通して実際の現場における

事実を見ること，被災各地や他国の災害から捉えられ

る事実を応用することなどから，学びを深めることが

できた。

このチームによる活動の成果は，希望 ・目標や方針

の共有 ・困難を共有することによる一般化 ・チームの

成員からの肯定的な受容によって得られる安心感・と

もに乗り越えるという 心強さ ・相互援助による自尊感

情の向上・大人としての援助に対する責任の共有の6

つにまとめられる (Brabender，Fallon & Smolor， 

2004 ;石隈 2012)。

東日本大震災子ども・学校支援チームとして活動す

るなかで把握された内容として，支援ニーズの変遷・

チームの成長 ・援助活動の向上があげられる。まず，

支援ニーズは，反応的 可視的レベルで認知され，学

校が避難所から教育活動を行う場へと戻る際の教育的

ニーズに移り，より深い課題の把握があり，更には地域

などによる個別化されたニーズへと移っていった。支援

チーム自体も，相互の情緒的支援に始まり，各地で行う

支援活動を報告し合うことに対する評価的支援があり，

被災後ある程度の時聞が経過すると，成長的側面へ着

目して評価しようとする傾向が観察され，そして課題と

成果の双方に着目した評価的支援が行われた。

そうしたニーズとチーム自体の変化が観察されたこ

とに伴い，チームの援助活動にも成長がみられた。

2011年3月30日に初めて召集された時点では，支援の

ための基礎的枠組みを作ることができたのみであった

が，次第に学校の状況や課題に応じた支援を行うよう

になり，更には学校が自立して困難に対処できるよう，

彼ら自身の求めに応じた支援を行った。そして現段階

では，心理社会面のみならず，学習面やキャ リア面を

も網羅したトータルコーデイネートを支えるという段

階に至りつつあるといえる。
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東日本大震災子ども -学校支援チームの活動は，組

織母体である学校心理士会の援助もさることながら，

圏外の教育関連団体からの援助もまた，心強い支援で

あった。とりわけ，危機対応の専門家であり，本稿の

元になるISPAでのシンポジウムで指定討論を務めた

Pfohlからの異文化コンサルテーションも，貴重な学

びとなった。より良い成果につながる視点を整理する

と，次に起こる諜題を先見すること，実践しようとし

ている計画に「その方向でよい」と背中を押すこと，

客観性のある視点を保つこと， リソースなど資源を共

有すること，活動を推進するモチベーションを高める

ことができるような援助を行うこと，そして，自身の

ケアの重要性を繰り返すことは，文化の違いを超えて

有益であることが示された。

(5)国外の支援者 (Pfohl)の視点、から・危機対応コ

ンサルタン卜のコメント

3名の話題提供ののちに，危機対応を専門とする立

場からの謀題とその対応の整理が行われた。 NASP

(米国学校心理士会)による危機対応チームや.ISPA 

(国際学校心理学会)による危機対応ネッ トワークの

活動が行われ，方法論が作り上げられてきた。それら

の知見をふまえて，支援が行われた。

その概要は，危機に瀕している被災地において，直

接的な支援を行うことと，その外部にいて，直接的支

援に赴いたり間接的支援として後支えを行ったりする

ことは，大きな困難を共有することでもある。そうし

た集団に対して，外部性を保ち支援を行うことが効果

をもたらすことにつながるとの主張があった。

まず，前述の西山の指摘のように，客観性・ 肯定的

支援・資源共有 ・セルフケアの強調などが重要である

ことが指摘された。さらに，異文化問の危機対応コン

サルテーシヨンにおいては 以下の内容が行われた旨

の報告がなされた。

①安定したコミュニケーションがとれる交流手段

②支援に役立つリソースの準備(翻訳など)

①被災地をとりまく国や地域の文化の理解

④組織(日本学校心理士会)に向けた支援の実施

⑤組織(日本学校心理士会)の役割と視点の拡大

⑤情報提供は求められるものに応じて行う

⑦コンサルタントの過去の経験を応用する

③中 ・長期的支援(少なくとも l年以上を目指す)

①経験からの学びの共有

⑩当該地域の教員向けに活用できるマニュアル

⑪長期的計画を作ることへの支援

⑫支援が届くために必要な，異文化の壁の克服

これらのことが，これまでに例を見ない状況におい

て，限られた時間の中で行われた。特に.NASP (米

国学校心理士会)から，支援者が活用できる危機対応

マニュアルが提供されているが， コンサjレタン トの立

場からは，その文化に即してリソースを改変したり，

当事者たち自身の支援方略を立てたりすることに対す

る後押しが不可欠であるとされた。

加えて，状況の理解と支援の開始をどこから始める

かという点では，心理学の基本となるマズローの欲求

の段階説にも示される通り，現場の回復は，まず基本

的欲求が満たされた後に次の段階に進む。この基礎的

な人聞のニーズの過程は，どの被災地においてもほと

んど同様に観察されることである。

2011年3月末から支援を開始し，当初はインターネ

ット上の交流手段であるSkypeを通して，隔週で行っ

ていたコンサルテーシヨンの交流も，半年後には月 l

回のペースになり. 1年を経て2か月ごとになった。

2年を経過した時点でコンサルタントとして得られた

感想は，次の通りである。

まず，日本の政府は危機においても明確なインフラ

整備を行う意志を持っているが，今回の大震災におい

ては遅れも見られた。また日本では，県レベルの行政

が組織的に活動を行っていた。一方，原発に近い被災

地においては被災が続いており，安全感を得るには課

題が残っている。自衛隊が安全のための活動を行って

いた。地震からかなりの日数がたった後も，余震と津

波の兆候は見られ，恐怖心や不安感も感じられていた。

こうした状況は，支援する立場におかれて初めて知

り得たことであるが，そのことをふまえた助言がなさ

れていた。そして，人々はス トレスに対して自分なり

の方法でコーピングを行うことが求められていたとし

て，締めくくられていた。

(6)今後に向けた成果と課題

ISPAでは，アフリカ， ヨーロツノ~.アメリカ，ア

ジア， 日本と，多くの地域からの参加者が見受けられ

た。発表時のフロアの様子は，日本の限定的な地域で

起きた自然災害への対応経過を尊重し率直に受け止

めるというものであった。発表者としては.2年半が
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経過した時点で振り返るからこそ，発生直後からのア

プローチの成果をより客観的に把握し成果・改善

点・課題をふまえ，新たに取り組むことを学ぶという

点では，意味づけができた。さらに被災地内外の支援

者間・異文化にある専門家とのネットワークが強化で

きたことも成果であるといえる。

その反面， 日本の経験を海外の人々の参考になる学

びとするには，成功要因の検討や更なる提示方法の工

夫など，般化できる学びに昇華させ，それを利用可能

なものとして提示していくことが今後の課題となり得

るのではないだろうか。

4 おわりに

本稿では， I東日本大震災子ども・学校支援チー

ム」の活動を経て様々な学びをもとに，学校心理士の

課題と可能性について，異なる文化背景をもっ人々に

向けた発信内容を報告し論考した。

危機対応のあるべき姿についての検討は，他の領域

と異なか実際の危機状態に出会うなかで，真の意味

での検証がなされることになる。その意味で，今回の

東日本大震災後の後に私たち学校心理士は，被災地に

居住しているか否かに関わらず，多くの気づきを得て

きた。それらは，個々に感じている課題や変化及び成

果が，他者と語りを通して共有され，それが記録とし

てまとめられる。それを経てまた日常的に直接的支援

を行ったり，間接的な支援を断続的に行ったりする経

験を語り，それを記録としていく 。こうした往還を通

していくつかの共通した理解が得られた。

学校心理士のつけるべき力量に対する補足事項が明

確化された

-学校心理士の支援として成果をあげたことが整理さ

れたことで，予防的に外部支援として準備するべき

ことが把握できた

-支援組織づくりの過程が整理されたことで¥開催す

る会議のもち方や研修の行い方などが示された

-他地域からの支援も，情報共有などがなされること

によって，有効な手段となることが示された

-異なる文化にあっても，危機における反応の共通点

があか他地域に学び，適切な情報や知見を選び取

る姿勢が必要であることが把握できた

-被災した子ども-学校へ，遠隔地から，または海外

から支援を行うにあたり，内部の情報の正確な把握

と，内部の支援者の後方支援の必要性とが示された

学校心理士は教育と学校組織の特性をふまえた支援

力を身につけることが可能であることから(石隈，

1999 ;大野， 1996， 1997)，被災地への支援体制を構

想するにあたっては，その力量を生かせるような活用

が考えられるのではないか。現時点では，学校心理士

のもつ力量のなかに，危機対応への備えという観点か

らの項目は，あまり明確に示されていないが，今後そ

うしたことも，この大震災から得られた学びとして反

映させることが考えられるであろう。
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Two Years after the Great East Japan Earthquakes: 

Japanese School Psychologists' Support Growth and Recovery Activities for Children and Schools. 

The Great East Japan Earthquakes Children and School Supports Team Members: 

Hisako NISH町品t1A， Noriaki AZUMA， Yozo TAKINO， Bill PFOHL (USA) ， Seuchi ONO， Toshinori ISHIKUMA 

Activities following the Great East Japan Earthquakes Child using the School Support Team used a team building 

process and int巴rnationalsupporting experience. The recoveηT and growth activities were reviewed by outside 

supporters as well as inside supporters who were also affected by this event. Cross-cultural consultation was 

provided by an international crisis intervention specialist over two years. This entire process was reported at the 

35th International School Psychology Association annual meeting held in Porto Portugal in which the practical 

specialists of the psychology and the education were gathered. It is believed that the team building process which 

included on-going communication of narratives and reports on every aspect and progress concerning the difficulties 

in supporting children and schools in the affected areas facilitated recovery and provided the necessary 

psychological support. As a result of the overall consultation and supporting process both within Japan and from 

outside， the findings showed team facilitation and the abilities and knowledge of the Japanese school psychologists 

using assistance of outside and overseas supporters helped the main supporters in the affected areas， and gave 

irnportant information about the psychological and physical needs of those in the affected areas. Finally， in ord巴rto 

make this experience useful for future help to people from different cultural backgrounds， it was shown that our 

experience was common to others experiencing overwheh凶ngnatural disasters. 

Keywords : post traumatic growth， support team building， cross-cultural support 

(2013年12月22日受稿・ 2014年l月12日受理)
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Two Years after the Great East Japan 
Earthquakes : Recovery and Growth 

lwAzmaI…ty 
Yozo Takino， Osaka Kyoikll University 

Hisako Nishiyama， FlIkuoka Univ. of Edllcation 

E 
BilI Pfohl， Western Kentucky University 

τbshinori Ishikuma，University of Tsukuba 

刊陪おはhISPA Conferer四，TOOPorto U耐四ity.Por1o， P制咽al，July 18.却13

1 . Aims of our syrnposium : focus for 
discussion (本シンポジウムのねらい:協滋したいこと)

~ What were the educational needs for the schools and children in 

recovery from the Great East japan Earthquakes 

(東日本大震災の被災地滋の学校の日常化に向けた教育的ニーズ)

砂TheSPs Psycho-educational suppor日 tothe a汗ectedcommunities 

(被災地域在住のSPによる被災地の学校への心理教育的支媛)

~ The activ山田 doneby the jASP列ECSSTteam (支媛チーム
(匂ECSST)の被災地への教育的媛助における組織としての活動)

~ Discussion to {oster children's resilience and preparedness 

(回復力があり危機に対応できる子どもを育てる教育)

jap.nese日achersgenerally play a role of eduational c刷用elor
b田id白 the:ir$U同ect悼S出Ing.Someof出e"、田keSP certi両国tion回
bemo同 effectlve(or由eirrol酷.Some Sp， are working .， SC 

Lessons Learned from the 
Crisis Following the Great 
East J apan Earthquakes 
東日本大震災から学んだとと

ト~oriaki Azuma， Ph. D. 

Iwate University 

主)<mtulUJ
YJ手大学

Outline of the presentations 

t. Aims of our presen阻むon (本発表のねらい)

11. Brief summary of current situ叩 onin East japan (東B本の震災後)

111. Lessons Learned from the insider's perspective 

(震災支援からの学び被災地に居住する支媛者の視点から)

1'1. The Supporting experiences from an ou目ider'sperspective 

(震災支媛からの学び外部の支侵害の視点から)

V. The group process ofThe JASP East japan Earthquake Children 
and School Support Team (The jASP-CSST) 

(日本9会東毘本大震足子ども学校支援チーム形成と支総~.ID

VI. Preventive education and teacher training (予防教育と教員

• 

立 Briefsummary of cu汀 entsituation at schools 

in East Japan (東11本の学校の現状に測する概盟主)

• Needs of family support to assist students' school adjustment : 

unstable jobs， family sepa悶tion，hard to integ同日 inthe new 

area， and so on. (子どもの学校適応の背景にある家族の課題)

• Unfinished mischief in目di目lon-con日minatedarea 

(放射能汚自主に苦しむ地主まにおける終わりのない被災)

• Difference in recovery of individuals and comrr、unities，and 
difficulty for both to share the same goals (個人と地織ごとの

回復の格差と，そのことによる個人や地織の一体化の難しさ)

• Influences in students' recovery due to the school reform such 

as consolidation and school condition in recovery 

(学校の統廃合や被災状況による子どもの回復の格差)

The group process ofThe JASP East Japan 

Earthquake Children and School Support 

Team (日本テ岐:i;のL会JlrUノド);t'l災fどもテ4宜主般チームの助産過程)・2weeks after the event ・ThejASP East japan Earthquake 
Children and School Support Team was formed 

(震災2週間後に戸伊東日本大震災子ども・学校支援チームの結成)

砂20daysafter the event : The jASP East japan Earthquake 

Children and School Support Team gathered to: share damage 

and support actions planned in each division，回ketraining by 

cnsls川出rventionspecialist， plan the team support activities 

(チームメンJ¥ー集合各被災地の少代表からの被災状況と対応の共

有・危機対応の専門家による研修・チームとしての活動方針の検討)

砂2.5years from the event : The team has been meeting and 

sharing information and add some team supports 

(震災2年半後1 チームで情報共有・支援・コンサ川平一

Places Where the Earthquake Occurred 
地震が起こった場所
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Height of Tsunami 津波の高さ

Restricted Area within a Radius of 20 km  

学後20km以内が立ち入り聖書JI.:I玄減

Damages in Japanese Schools 

(Sept. 14，2012. Ministry of Education， japan) 
日本の学校の被害 (2012年9月14日現在，文科省)

• 655 children， pupils and slude円15were killed. 
655人の児前，生徒、学生が死亡

・74children， pupils and sludenls are作11sslng
7，1人q)Yli¥l.'1'1<;.学'1が行jj不明1
250 children， pupils and 5↑udents were injured 
250の兇武.生徒，学生が負傷

• 7.912 schools were deslroyed. 
7. 9 12校が物的被告

• 25，516 children， pupils and slude円tslake refuge 
from Ihe deslroyed schools 10 other schools. 
25. 5 1 6人的見fit.生徒，学生が他的?校へ避健

Phase #1: immediately after the 

ear血quake 第1段階 震災直後

Ja pa nese ASsoci口tion01 School Psychologists (JASP) 
prep口resfor lhe hum口nresources such as some 
re↑ired teachers with prelerably appropr旧le
trainings on psycho-educalional services in Ihe 
stricken areas 
日本学校心略 1:会として.I詰般教uのf品川などで人下を供給できる
対策をとること.

In Ihe slricken areas.昨1anyhu庁、anresources are 
needed. Teachers in active se同 ice.however， 
cannot slay ond work there long period. Relired 
teachers haveπ1uch time and can do thal. 

被興地では.入手を，t:':且としている.しかし.f.見験教Uは本務の
ため.WOIに被災地にとどまることはできない.通i喰S空白なら
時1mがあり.そうしたことができる.

Earthquake and Tsunami Destroyed Fukushima 

Nuclear Power Plant 徳島原発の破媛

Darnages by Radiation放射能の被

• No one was killed or injured by the radiation 
exposure I↑self 
敏射能的構路そのものでのM:a&丹はいない

Abou↑113.0∞people took refυge from Ihe 
restricled area. No one knows when Ihey刊 11return 
10↑heir home land 
約JJ 3. 000人が立ち入り妓!1:1>(域から避難している.いつ州
選できるかは不明.

• Wrongれ;mo目。boutthe radiatior、arelhe heaviesl 
damage 
嵐将被慢が 帯Jにきい被~，11である.

8ased on reviewing the recovery process， 
the two years can be divided into the 

following three phases. 
餓災後2年InlをlWり返ると，以Fの三つの時期lに分けられる

• Phase # 1: immediately alter the earlhquake 
ifi 'JUI t.I捉発'I，i!i椴

• Phase #2: immediately after schools sto汁ed
agoln 
郁 A即lゆ校再開lfi.l量

• Phose #3: the medium ond long-term 01 help 
筋二期 '1'・JA則的支般の期1r.1

There were the motters Ihot school psychologists(SPs) 
could prepore 01 eoch phose. 
学校心Jll!1として科期で 惜備可能な事JJ'Iがあった.

Phase #1: cont. 第1段階 :続き
• SPs leorn the basic↑rainings 01 Ihe PSYChological 
First Aid. 
学校心JIlltーはサイコロジカル・ファーストエイドの嶋本をあらかじ
め符斜しておくこと.

Unlortunately， Japαnese SPs did not learn the 
Psychological First Aid. Some SPs tried to conduc↑ 
the Psychological Debrieling that was harmlul to 
victims 
強念ながら‘Ll本の学校心m上l主，サイコロジカル ・7アーストエ
イドを学習しておかなかった. そのため.被災者には~r.占であると
されている心瑚的デプリーフィングを:Il植しようとした舟もいた.

123 
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Phase #2: immediately after schools 

started again 第2段階学校再開後

• SPs leorn the PTSD sy円lptomsin order to refer the 
students to the proper medicol services 
学校心理上は.Ill縦に繋ぐため，あらかじめPTSDの拍，~止をよ〈蝿解

しておくこと.

Unfortun口tely口goin，J口poneseSPs did not leorn the 

PTSD symptoms. They misunderstood↑hot口IIvictims
suffered from PTSD口ndthey could not find the 

symp↑om 
内び残念ならが， II 本の学校心瑚l:IiPTSDについて学んでいなかっ
た.そのため.すべての被災再が円5Dに欄り，自分たちは.それを
発IJ.できないとぷ解していた.

Phase #2: cont.第2段指 :続き

• SPs needs to be ploced ot eoch school in ↑he凡Jrol
oreos where school men↑口Iheolth service providers 

from the gover円mentconnot be re口ched
学校へ精神保健l托織の#門家を派遣できない地械では.学校心珂1・
を科学校に両日恨しておくこと.

One school mentol heolth service provider stoyed 

only one week ond only 6 providers st口yedot eoch 

school one ofter onother， tho↑is 6 weeks. becouse 
they hod ↑heir own jobs 0υtside of the stricken口reo
I人的臨旅心pnIが1週間!しか滞([せず.各校には次々 と 61""つ
まり由選Inlしか派渇されなかった.なぜなら.彼らは被災地の外の
本抱地に(1分(1身のfI令引があるからである.

Volunteer university students 

ボランティア大学生

Phase #3: cont. 第3段階続き

• SPs leorn some sui↑oble psychologicol suppoけsuch
os Morito theropy， thot con be occepled in Ihe 

stricken口reos
心理E支恨のため.例えばblll鋭訟のような説地に受け入れられるJj
il、を判仰すること

The victims refvsed the troumo-focused cognitive 

behoviorol ther口pythot hod proved effective 

in the West. becouse↑he victims in Jopon felt thot 
the theropy WQS harmful. They， however， occepted 

Morito therapy os 0 noturol woy of theropy. 
被災計は.1官'"でイi効性が;7.r制されているトラウマ1.¥1点化J!知行動
銀法を航絶した.持災r，.は.その療法をもt襲的なものと受け取った
からであった. ーJjで.blll掛!i1‘は.1"1然な治縦法として受け入れ
た.

Phase #2: cont.第2段階続き

• SPs provide the educ口tionfor protection ogoinst 
disosters. welfロreond volunteer， which promote 
Posttroumo↑icGrowth 
心的外傷後成員が閃られる防災救ff.狐世教ずf.ボランティア教{f
を揃巡すること

In 1995 huge Hon-Shin AwロjiEoけhquokedisos↑er 
wQS hoppened in west of Jop口n.6.434 people were 
killed. Bロsedon the documents. Postfroum口tic
Growthwロsoccelero↑ed by the educotion for 

protection ogoinst dis口ste円，welfare ond volunteer 
1995<1'に起こった阪神横路".'1災授の文自由には.心的外傷能成Hが
争く挺進されている.神， i ， l ;教育普u会的調世によれば， 紡災~{f.

制祉敏fl.ボランティア数ffがiTl悦されるべきとのことである

Phase #3: the medium and long term of 

help 中・長期的支援の期間

• JASP prepares for the retired ond licensed SPs for the 
students' leornina oids. 
学科主慢のためー)ll動教11で学校心理!I:のイ1ft納r.が!i般を行える体制
を艶備すること

During the medium ond long term of help， the 
students' learning oids口reneeded ot the slricken 
oreo. Iwote University， thot I belong to， dispotched 
volunteer students who tought junior high school 
students during the summeιwinter ond other 
v口cotions
中延期的立般の期間には.被災地では学問主般の必要刊が高ま
減.r.が(1職するYf下大学では.s正体み，書体み.その他の休Hに.
ンティア学'tを派渇して.中学吐への学科克彼を実施した.

Volunteer university students 

cont. ボランティア大学生(続き)

What is Morita therapy?森田療法とは?

• Morito theropy wos口psychotheropythot WQS 
developed by 0 Psychiolrist. Dr. Shomo Morit口， 80
yeo目 ogoin Jopon. The principle 01 Morito theropy 
is thot 0 clients occept his/her own emotion， lor 
exomple the PTSD symptoms， os noturol emotion， 
then they do lhe things lhot they musllo do in doily 
life. Their ot1ention becomes locused fro庁1the PTSD 
sy打lp↑oπ1Sto doily life octivities ond their symptoms 
disoppeor groduolly 

議111桜世、tふ8O{f.rl'llこ11本で，精神科ぼである必111d'.)唱が!用発した
心地療法である. 森m療法の~;tJll!は，例えばPTSDの拍:状という感tll
を白書Eな議官lとして受容し.11i1lの'i'i，1jの中でやるべきことをして
いくというものである.llinの'1活にtWが1")けられていくと.症
状はしだいに梢滅する.
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Outlook of恥10ritaTherapy 

Counseling 森田療法の概要
One person was 0 mother口ndworked os 0 
teocher. Her husbond was killed by the tsunami. Her 
daughter suffered from PTSD but， os counseled， she 
continued her studies at the high school. In this 
monner， she changed her attention from her PTSD 
symptoms↑o ochieving the coυrse work toword her 
gradυotion from high school 

-ある教師がご主人をr!ti.庄で亡くし，娘がPTSDで苦しんで
いた，hlTI療法を受けて，高校のう企業を絞けることによ
り.t.t.lまiJiPTSDの波状から本業に向けての勉強に変化す
るようになった。

Consultation of Morita出erapy

森田療法のコンサルテーション

Mid and long-term support 

delivered from outside of the 

affected area 
遠隔地からの被災地への中・長期支援

Yozo TA附NO瀧野揚三
Nat旧nalMental Suppo代Centerfor School Crisis 
Osaka Kyoiku University 

大阪敏育大学傘校危後メンタルサポートセJター

My experience and background， cont'd 

• Just after the East Japan Earthquakes， 1 
gave a one day lecture for the JASP， 
Japanese Association of School 
Psychologists， Support team members on 
the topics of PREPaRE， Psycho 

⑨ 

Education， Psychological First Aid and mid 
and long-term perspective in crisis 
responses. 東日本大震災子ども・学校支援チ ム1日研修会

.，. ⑨ 

Workshop of恥10ritatherapy 

森田療法の研修会

ISPAでのシンポジウムの様子

My  experience and background 

• 1 have taken the role of coordinator of the 
crisis response team to the elementary 
school where the incident happened in 
2001. 池間小企幹枝メン空Jレサポートチーム

• The Japanese government set up the 
National center for school safety and 
school crisis in 2003.学校危機メン判レサポートセン告

@ @ 

My experience and background， cont'd目

・10仔eredseveral psycho educational 
materials and joined the translation team of 
NASP materials on crisis responses. 
心理教育費料の紹介とNASPの責料の翻訳監修

• 1 am a trainer of PREPaRE. PREPaREトレーナー

• 1 have been trained on CBITS， PE and TF-
CBT. トラウマ関連の個人・集団療法のCBITS，PE， T下CBTの
トレーニンゲを受けています

• 1 am a member of the dissemination team of 
T同町Japan向
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What I was requested 

• Lectures on Stress Management ストレスマネジメント

• Workshops on basic concept of School Crisis 
and Response 学校危後と対応

• Workshops on mid and long-term school based 
intervention after the crisis 学校における中長期支援

・Caseconferences ケース検討会指

• Consultations on the interventional ma仕ers
介入に関するさまざまな事柄

⑨ 

What were the needs of 

students and teachers? ， cont'd. 

• mid and long-term issues 中・畳織の際組(続き)

-the ways of assessment and usage 
アセスメントとその活用

一disastereducation and drills with the sense of 
relief and safety安全感と安心感ある防災教育

-responses to declining academic abilities 
学習の遅れへの対応{集中力、8慣などの低下、取級品の回遊)

-for long-term follow up， teachers and schools 
are essential as support resources 追指導などで
轍の継続 ⑨ 

One  day seminar at the coast 

area， Iwate岩手県沿岸部研修

• Venues: Ofunato， Kamaishi， Miyako 
大船遣、董石、宮古会場

• Collaborative project : JASP and Iwate 
Prefectural Educational Center 
岩手県立総合教育セン脅ーとの道機事業

• Participants: teachers， school counselors and 
teachers' consultants of local educational boards 
書加者l主教員.scと指海主事、内陸から異動された教員も事加

• Contents: Stress Managementストレスマネジメント

⑨ 

Some comments from participants 

• fel! confiden! and reassumed self-efficacy !o response !o 
!he s!uden!sていねいな対応

• no! so special and challengingいつもの対応でいい
• a lit!leeffo同slead s!uden!s' recoveryていねいな対応の実践が
回復につながる

• unders!ood !he sense of safe!y and relief安全惑と安心感
• unders!ood school is one of !he mos! sui!able places for 
s!uden!s !o recover学校は回復に適した場所

• Became!o leellike demons!ra!ing s!ress managemen! 
exercises wi!h s!uden!s a! classroomsストレスマネジメントを実
施してみたい

⑨ 

What were the needs of students 

and teachers?児童生徒と教邸のニーズは?

• support for teachers newly relocated from 
the inland Iwate向陵からの教臓員へのサポート

• mid and long-term issues 中 畏湖町標題

-feeling of fatigue疲労の問題

一stressmanagement各種のストレスへの対応

-traumatic reactions and response 
トラウマE応の理解と対応

⑨ 

しectures，Workshops and Consultation 

From NMSCSC， 
Osaka 

• to Iwate 

• to Miyagi 

• to Fukushima 

One  day seminar at the coast 

area， Iwate， cont'd. 
• O!her !opics 
-PFA， Lis!en， Pro!ec!， Connec!， Model and Teach by 
Schriber， Grouch and Wongサイコロジカルファーストエイド

-Trauma rela!ed s!uden!s' reac!ionsトラウマ関連反応
• u岬 erstandingof th・r町"inddrsand砂..，曲ctionsリマインダーの理解
-Assessmen!アセスメント

-Anniversary days記念日への対応

一Carefulprepara!ion and responses !o !he s!uden!s 
affec!ed from !he na!ural disas!ersていねいな対応

-Taking over between !eachers a! !he annual end 01 
classes引き継ぎ

One  day seminar at the Iwate 

Educational Center岩手教セ研修

~ 

⑨ 

• Participants: teachers， school counselors， 
teachers expected to work at the costal area and 

teachers' consultants 書加者I立教師、sc、沿岸地区の学校に
勤務予定の教師、指事主事

・teachersexpected to work at the costal area 
were also the candidate of school psychologists 
in the special training course 
学校心理士の貰格取得のための研修中の教員

• Contents: same as above and including ordinary 
responses to the school crisis 
向容は沿岸部と閉じ‘日々の学綬危機対応を含む

⑨ 
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Seminar for nursery teachers at 

the costal area 

• Contents: lecture and exercises on stress 

management ストレス・マネジメント

ー usageof relaxation and refresh activities 

リラックスとリフレッシュ

• before and after the seminar， visits at nursery 

schools and some talks with principals 

セミナー前後に保育所訪問と園長の話の聴取

⑨ 

Review of the activities 活動についての評価

Difficulties in support作omoutside of the affected area遠隔地からの
支纏の罰鍵さ

-What and how was the situation of the aff1icted area被災地の現
況やニーズの把握が厳しい

-Importance of the moderato目 ，advice仲介者の助奮が璽裏
.M国 tof a!lteachers had 100 many lectu時sand workshops and were 
prOO9 10 show exhaust胞の明修復れ
'The陪 werese....eral direclions on恰<:Iuresand workshops and it 
might have read confusion on teachers研修向容の・妙t，ずれで理乱

• T eachers felt tired生活に鑑れている
• Did the workshops fit to the pa出αpan回needsつ
研修内容が現在由ニーズに対応するも田になっていたか分からない

Feedback after the田 ssionswere favorable re印刷曲S
研修後のフィードパッウは好意的

⑨ 

THE GROUP PROCESS OF  THE JASP 

EAST JAPAN EARTHQUAKE CHILDREN 

AND  SCHOOL SUPPORT TEAM 

(THE JASP-CSST) 

(日本学校心理士会
.白本大震災子ども学校支媛チーム形成と支援過稜)

HISAKO NISHIYAMA， FUKUOKA UNIVERS汀YOF EDUCATION 
(JASP lIAISON FOR INTERNATIONAl RELATIO.NS) 

The Perspective of group process(チームの成処)
(Brabender， et al， 2004; Ishikuma， 201.2 in Japanese) 

Sharing the hope for 

the goals & process 
(希望.目標や方針4乃共有)

Experience of being 
positively accepted 

{チームカもの肯定朕除受容}

Mutual Support 

(相互媛動性)

Generativity for 

suffering experiences 

(関費量の共有による一般性)

Other activities 

• Workshops and Consultat旧nfor mental health welfare 
professionals， Iwate 

-Case∞nferen四 s.TF.CBT wor同hops
岩手の欄神宮里憧18後間悟者と由ケース後射、TF-CBτのワークショップ開憧

・Consultationon the interventional activities fm bereaved 
families at the Ishinomaki community center， Miyagi 
Disaster Men!al Health Center 
石巻センタ における海草被害者への宜橿に関するのコンサルテーシヨン

• Consulta!ion on the suppo吋iveactivities for students 
evacuated from the nuclear contamina!ion area at the 
Fukushima Future Center for Regional Revitalization， 
Fukushima University 
同町し…橿叶

Review of the activities， cont'd. 

• One of the par!icipants used the stress management 
material for the psycho educat旧門 classesand also put in 
the newsletler for students 
研修.加者にストマネ配布貴剰在学植白煙家と車後四ニュースレターで活用して

もらえた

• Efficient interven!ion has been done for !he acute suicidal 
case with providing materials and showing the outline of 
the interven!ion 
車車対応時.貰料撞棋と介入方法的アウトラインを撞示し、有効主主世に怠った

• Fur!her suppo片sfor the disaster.stricken area今世田主掴由量め方
Sup凹rtfor the direct Sup回目er 現地の直僚支繊者への彼方支出喧要
ー Sup凹rtfor the teache目 expectedto 90 to the schools in affected 

areas ……m… 
Learning experience of the Support Team 

{チームの学び)

Learn about what 

happened from the 

a仔ectedpeople 
得きた事実を当事者から学ぶ，

Learn from th白川esin

school counseling & 
psychology， education 
(各学問領緩から学ぶ)

Learn mucually 

between di仔erent

cultures 彼災地問や

Change in the needs for叩 .pport(支援ニーズの変i!I)
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Progress of the JASP Support Team (JASP支援

チームの成長}

s!!m!第棚} 可~

線舗と共山村ジティプな[l庖と回復力への績回 rλ』

Prevぽltiveeducation in teacher回江lingprogr釘n
(教員ぬ&における予防教T1の司f針。

~ Psycho-educational t四iningtheories and p悶cticefor resi1ience 
(回復力を喰起する心理教育的トレーニングの理検と実践)

~ Strengthening studenぜ self-esteemfor healthy self-guidance 
(健会な自己指導力形成への自尊感情向上の嫌会の設定)

，. Sharing tips and hin目 tocultivate school crisis preparedness 
(教育現場で普段から行える予紡教宵的取組の開発と共有)

・Developingprog四ms[0 foster children's resilience in education 
(学校教育において子どものレジリエ〉スを高める方法の開発)

.. Placing日achercrisis response training(resources & actions) 
(学校危機に教総負がすべきこと(資源・行動)に測する研修)

，. Educating crisis response for middle leaders at schools 
(学校における危機対応を中堅教員研修に含む)

The progress of Support activities by JASP 

team (JASP支媛チームによる緩助活動の成長)

5附(努mJl}J句~

ト:WJ凶}新ネ戸トとしての成船足進的支援 - 司

Consultation Format: things worked in 
Cross Cultural consuTtation 

Preparing for Crisis Response as school psychologist 

Organization (学校心鈍11会の学校危機に対する組織白{_J取組)

• r、1anualsfor School Crisis Response 
(機準的な学校危機対応マニュアル作成)

• Collecting appropriate resources and t同iningfor crisis response 
(学校危機に対応できる資源の確保とトレーニング)

.. Training educators who can be self-reliant in case of crisis 

(学校危機における援助を自助約にできる人材の務成)

• Including the自r坑 handknowledge of school crisis and response 
for the certification exam and annual training 

(学校危機に関する知識を資格付与・研修に含める)

• Collaborating wi出 govemmen日 &0出erprofessio悶 101京町田口ons
(自治体や他の専門家組織との速燐・

• What to be回ughtfor 
recovery education 

./ Doing volunteer activities ? 

./ Protect themselves in crisis ? 

，/ How to be independent ? 

，/ How to accept a relocated new 

J“Crisis Prevention" should be 

taught as a subject at school m r・
E踊 mpleofVolunteer Activ山田司
Th町aresupp。同ngOtsuchi-town in 
Iw目e.Theysend mater市.llsrequested 
donation and ... After 2問ars，reaction 
the students is not ve吋 enthusiastic




